
Q u a r t e r l y  H o u e n z a k a NO.60

発行：一般財団法人大阪市教育会館
超ローカル・ミニコミ紙

クォー
タリー
（季刊

）2025.4

第60号（春）

最 終 号

「
後
期
難
波
宮
と
平
城
宮（
３
）―
朝
堂
院
の
比

較
」

　
今
年
度
の
ミ
ニ
ミ
ニ
難
波
宮
講
座
は
一
般
財
団

法
人
大
阪
市
文
化
財
協
会
の
南 

秀
雄
先
生
に「
後

期
難
波
宮
と
平
城
宮
」と
い
う
テ
ー
マ
で
、３
回

に
分
け
て
話
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
今
回
は

そ
の
３
回
目
と
い
う
こ
と
で「
朝
堂
院
の
比
較
」

と
い
う
観
点
で
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
日
は
、「
後
期
難
波
宮
と
平
城
宮
」の
３
回
目

と
い
う
こ
と
で
、「
朝
堂
院
の
比
較
」に
つ
い
て
お

話
し
し
ま
す
。

１ 

朝
堂
院
の
変
遷
と
そ
の
役
割

（
１
）変
遷

　
朝
堂
院
は
大
極
殿
の
南
側
に
あ
り
、日
本
で
は

広
い
ス
ペ
ー
ス
を
と
っ
て
い
る
。
建
物
の
数
が
12

堂
で
あ
っ
た
り
8
堂
で
あ
っ
た
り
し
て
い
る
が
、

広
い
庭
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
朝
堂
院
は
日
本

独
自
で
発
達
し
た
も
の
で
あ
る
。
日
本
の
宮
殿
は

中
国
の
長
安
城
を
ま
ね
て
つ
く
ら
れ
て
い
る
が
、

中
国
の
朝
堂
は
1
堂
か
2
堂
し
か
な
い
。
本
格
的

な
朝
堂
院
の
は
じ
ま
り
は
、大
化
改
新
の
後
、前

期
難
波
宮（
6
5
0
年
頃
〜
6
8
6
年
）の
と
き

か
ら
で
あ
る
。
左
右
対
称
で
14
〜
16
堂
あ
っ
た
だ

ろ
う
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、数
は
ま
だ
確
定
し

て
い
な
い
。
こ
れ
が
、藤
原
宮
の
12
堂
に
受
け
継

が
れ
て
い
っ
た
。
平
城
宮
で
は
中
央
区
の
朝
堂
院

と
東
区
の
朝
堂
院
と
い
う
よ
う
に
2
つ
に
分
か

れ
る
。
大
極
殿
は
中
央
区
に
あ
る
が
、主
流
は
東

区
に
置
か
れ
た
朝
堂
院
に
な
る
。
7
1
0
年
に
遷

都
が
行
わ
れ
て
、す
ぐ
に
で
き
た
建
物
の
遺
構
は

東
区
の
下
層
に
な
る
。
一
度
、都
が
離
れ
て
、再

度
戻
っ
て
き
た
と
き
に
で
き
た
遺
構
は
東
区
の

上
層
に
な
る
。
こ
の
東
区
上
層
の
形
が
平
安
宮
ま

で
続
い
て
い
く
。

（
２
）役
割

　
平
城
宮
の
時
代
に
は
朝
堂
院
を
わ
ざ
わ
ざ

2
ヶ
所
に
分
離
し
た
。
ど
の
よ
う
に
機
能
を
分
け

た
の
か
と
い
う
と
、中
央
区
は「
天
皇
の
即
位
」

「
元
日
の
朝
賀
」「
外
国
使
節
の
謁

見
」な
ど
儀
式
用
に
造
ら
れ
た
。

建
物
は
中
国
の
含
元
殿
を
模
し

て
、力
を
い
れ
て
立
派
な
建
物
に

し
た
。

　
東
区
は
告
朔（「
こ
く
さ
く
」、

毎
月
一
日
に
行
政
の
責
任
者
が

天
皇
に
政
務
を
報
告
す
る
こ
と
）

や
朝
政（
建
物
ご
と
に
仕
事
の
分

担
が
決
ま
っ
て
お
り
、毎
日
、普

段
の
政
務
を
行
っ
て
い
た
）、授

位（
位
を
授
け
る
）や
任
官（
中
央

や
地
方
の
役
人
に
任
命
）を
行
っ

て
い
た
。

２ 

後
期
難
波
宮
朝
堂
院
と
平
城

宮
東
区
上
層
朝
堂
院
の
位
置

づ
け

・
造
ら
れ
た
順
番
は
、平
城
宮

東
区
下
層（
7
1
0
年
の
遷
都

す
ぐ
に
建
て
ら
れ
た
）↓
後
期

難
波
宮（
7
2
6
年
〜
7
3
0

年
頃
に
か
け
て
造
ら
れ
た
）↓

平
城
宮
東
区
上
層（
7
4
6
・

7
4
7
年
頃
建
て
ら
れ
た
）と

い
う
こ
と
に
な
る
。

A
平
城
宮
東
区
下
層
は
、掘
立

柱
建
物
で
屋
根
は
檜
皮
葺
き

B
後
期
難
波
宮
は
、礎
石
立
ち

で
瓦
屋
根
、石
化
粧
の
基
壇
、

平
城
宮
東
区
上
層
は
、礎
石

立
ち
で
瓦
屋
根
、石
化
粧
の

基
壇

･
A
と
B
で
は
、見
た
目
や
労
力
が
相
当
に
違
う
。
造
る
手

間
も
相
当
違
う
。
試
算
す
る
と
東
区
上
層
の
瓦
の
準
備
に

2
年
近
く
か
か
る（
12
堂
で
28
万
枚
）。

・
後
期
難
波
宮
の
朝
堂
院
・
大
極
殿
・
内
裏
も
含
め
た
部

分
と
平
城
宮
東
区
上
層
の
建
物
を
比
較
す
る
と
、後
期
難

波
宮
の
方
が
簡
略
化
さ
れ
て
い
る
。
代
表
的
な
例
は
朝
堂

院
の
数
が
、後
期
難
波
宮
は
8
堂
、平
城
宮
東
区
上
層
は
12

堂
。
内
裏
の
建
物
も
後
期
難
波
宮
の
方
が
簡
略
で
あ
る
。

造
ら
れ
た
時
代
か
ら
考
え
る
と
、後
期
難
波
宮
が
平
城
宮

東
区
上
層
よ
り
新
し
け
れ
ば
、東
区
上
層
を
モ
デ
ル
に
し

て
簡
略
化
し
て
い
っ
た
と
い
う
わ
か
り
や
す
い
解
釈
が
で

き
る
。
し
か
し
、実
際
は
、簡
略
化
さ
れ
た
後
期
難
波
宮
が

モ
デ
ル
に
な
っ
て
、平
城
宮
東
区
上
層
が
造
ら
れ
た
と
考

え
ざ
る
を
得
な
い
。
後
期
難
波
宮
の
朝
堂
院
は
、基
壇
の
規

模
は
わ
か
っ
て
い
る
が
、建
物
構
造
は
あ
ま
り
わ
か
っ
て

い
な
い
。
し
か
し
、

長
岡
宮
に
そ
の
ま

ま
移
築
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、長
岡
宮

の
発
掘
で
分
か
っ

て
く
る
と
、後
期

難
波
宮
の
建
物
も

あ
る
程
度
分
か
っ

て
く
る
。
建
物
規

模
や
基
壇
の
規
模

を
比
較
す
る
と
、

後
期
難
波
宮
は
平

城
宮
東
区
上
層
と

遜
色
が
な
い
、若

干
後
期
難
波
宮
の

建
物
の
方
が
大
き

い
。
た
だ
、平
城
宮

東
区
上
層
の
北
側

か
ら
4
番
目
の
建

物
、第
4
堂
だ
け

が
長
い
く
ら
い
の

違
い
。

　
前
期
難
波
宮
や
藤
原
宮
の
朝
堂
院
は
第
1
堂
、第
2
堂
、

第
3
堂
以
下
と
天
皇
に
近
い
建
物
ほ
ど
幅
が
広
く
な
っ
て

い
た
。当
時
の
建
物
は
長
さ
で
は
な
く
、梁
行（
建
物
の
幅
）

で
建
物
の
格
の
違
い
を
表
し
て
い
た
。
天
皇
に
近
く
に
位

置
す
る
ほ
ど
位
は
高
く
な
る
こ
と
か
ら
、建
物
の
幅
は
大

極
殿
に
近
い
ほ
ど
広
く
な
っ
て
い
た
。
し
だ
い
に
無
駄
な

こ
と
は
無
く
し
て
い
こ
う
と
い
う
こ
と
か
、後
期
難
波
宮

で
す
べ
て
同
じ
幅
に
な
り
、平
城
宮
東
区
上
層
、平
安
宮
へ

と
つ
な
が
っ
て
い
く
。

３ 

宮
殿
史
に
お
け
る
後
期
難
波
宮
朝
堂
院
の
意
味

　
後
期
難
波
宮
朝
堂
院
・
大
極
殿
院
は
、平
城
宮
東
区
上

層
の
一
つ
の
原
型
に
な
っ
た
。
日
本
的
な
朝
堂
院
の
主
流

は
、前
期
難
波
宮
か
ら
藤
原
宮
、平
城
宮
東
区
上
層
を
経

て
平
安
宮
へ
至
る
。
平
城
宮
で
分
離
し
た
朝
堂
院
を
日
本

的
形
式
に
戻
し
て
い
っ
た
の
が
、後
期
難
波
宮
な
ど
を
造

営
し
た
聖
武
天
皇
。
聖
武
天
皇
が
自
分
の
考
え
で
初
め
て

造
っ
た
の
が
後
期
難
波
宮
。
そ
れ
を
モ
デ
ル
に
し
て
、本

拠
地
で
あ
る
平
城
宮
東
区
上
層
を
作
り
直
し
た
。
宮
殿
の

様
相
は
政
治
に
大
き
く
関
わ
っ
て
く
る
。
前
期
難
波
宮
・

後
期
難
波
宮
は
、実
際
に
首
都
と
し
て
使
用
さ
れ
た
期
間

は
短
い
が
、日
本
の
宮
殿
形
式
や
そ
こ
に
反
映
さ
れ
た
政

治
形
態
の
流
れ
の
中
で
、非
常
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し

て
い
る
。

【
参
考
文
献
】

・
奈
良
文
化
財
研
究
所『
平
城
宮
発
掘
調
査
報
告

　
第
二
次
大
極
殿
院
の
調
査
』Ⅹ
Ⅳ
、1
9
9
3
年

・
中
尾
芳
治「
後
期
難
波
宮
大
極
殿
の
規
模
と
構
造
に
つ

い
て
」大
阪
市
文
化
財
協
会
編『
難
波
宮
址
の
研
究
』

1
0
、1
9
9
5
年

・
植
木
久「
難
波
宮
―
聖
武
天
皇
が
造
営
し
た「
副
都
」『
難

波
宮
跡
　
大
阪
に
甦
る
古
代
の
宮
殿
』、同
成
社
、

2
0
0
9
年

・
積
山
洋「
大
極
殿
の
展
開
と
後
期
難
波
宮
」『
古
代
の
都
城

と
東
ア
ジ
ア
』、清
文
堂
、2
0
1
3
年

　
講
座
終
了
後
、参
加

者
で
難
波
宮
跡
公
園

と
周
辺
道
路
の
清
掃

を
行
い
ま
し
た
。

　
ミ
ニ
ミ
ニ
難
波
宮

講
座
・
法
円
坂
ス
ト

リ
ー
ト
ク
リ
ー
ン

ア
ッ
プ
作
戦
は
今
回

で
終
了
で
す
。ご
協
力

い
た
だ
い
た
一
般
財
団

法
人
　
大
阪
市
文
化

財
協
会
の
南 

秀
雄
先

生
、難
波
宮
跡
公
園
・

周
辺
道
路
の
清
掃
に

協
力
い
た
だ
い
た
市

民
の
み
な
さ
ま
に
お

礼
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

ミ
ニ
ミ
ニ

　
　難
波
宮
講
座

お買い物はレディースセレクトショップ「Sucreスクレ 森ノ宮」、
「もりのみやキューズモールBASE」のお店で！

お食事は「菜蔵」、もりのみやキューズモールBASEの「アスショク」、
「KKRホテル大阪」で！

清掃終了後の記念撮影▲
10年間講演いただいた南先生に、
お礼の花束を贈呈しました

▲

講座の様子▲

特
別
展

「
―
全
日
本
刀
匠
会
50
周
年
記
念
―

日
本
刀
1
0
0
0
年
の
軌
跡
」

　
鎬
造
り
で
反
の
あ
る
美
し
い
日
本
刀
の
姿

が
完
成
し
た
の
は
平
安
時
代
の
こ
と
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
先
の
大
戦
後
の
一
時
期
を

除
き
、
日
本
刀
は
約
1
0
0
0
年
に
わ
た
り

製
作
さ
れ
続
け
て
き
ま
し
た
。

　
1
0
0
0
年
も
の
間
日
本
刀
の
製
作
が
続

い
て
き
た
の
は
、
常
に
そ
の
時
代
に
活
躍
し

て
い
た
刀
匠
が
存
在
し
た
か
ら
に
ほ
か
な
り

ま
せ
ん
。
現
在
の
国
宝
・
重
要
文
化
財
も
作

ら
れ
た
当
初
は
新
作
刀
で
あ
っ
た
よ
う
に
、

今
ま
さ
に
作
り
続
け
ら
れ
て
い
る
新
作
刀
の

な
か
に
も
未
来
の
国
宝
・
重
要
文

化
財
と
な
る
作
品
が
あ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　
本
展
は
、
国
内
最
大
の
現
代
刀

匠
た
ち
の
団
体
で
あ
る
全
日
本
刀

匠
会
が
設
立
さ
れ
て
か
ら
50
年
を

迎
え
る
節
目
を
記
念
し
、

1
0
0
0
年
を
経
て
現
代
へ
と
バ

ト
ン
が
受
け
継
が
れ
る
日
本
刀
の

世
界
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

会
　
　期

 2
0
2
５
年
4
月
4
日（
金
）〜
5
月
26
日（
月
）

※
火
曜
日
休
館

※
た
だ
し
4
月
29
日（
火
）、5
月
6
日（
火
）は
開
館
、

5
月
７
日（
水
）は
休
館

開
館
時
間
 午

前
9
時
30
分
〜
午
後
5
時  

※
入
館
は
閉
館
の
30
分
前
ま
で

会
　
　場

 大
阪
歴
史
博
物
館
　
6
階
　
特
別
展
示
室

観
覧
料 

特
別
展
の
み

大
人
1
，5
0
0
円（
1
，3
5
0
円
）、

高
校
生
・
大
学
生
5
0
0
円（
4
5
0
円
）

常
設
展
と
の
共
通
券

大
人
1
，9
5
0
円（
1
，8
9
0
円
）、

高
校
生
・
大
学
生
8
5
0
円（
8
1
0
円
）

 

※（
　
）内
は
20
名
以
上
の
団
体
割
引
料
金

 ※
中
学
生
以
下
・
障
が
い
者
手
帳
等
を
お
持
ち

の
方（
介
護
者
１
名
を
含
む
）は
無
料

春に満足！難波宮跡公園・森之宮・大阪城界隈の施設とお店はどこも最高！！

特
別
展

「
正
倉
院  

T
H
E 

S
H
O
W 

―
感
じ
る
。
い
ま
、こ
こ
に
あ
る
奇
跡
―
」

　「
愛
　
美
　
紡
ぐ
」を
3
大
テ
ー
マ
に
、「
正

倉
院
と
い
う
物
語
」を
歩
く
展
覧
会
で
す
。

　
聖
武
天
皇
へ
の
、
光
明
皇
后
の
想
い
か
ら

始
ま
っ
た
正
倉
院
と
そ
の
宝
物
。
こ
れ
ら
は

「
残
し
た
い
」と
願
う
人
々
の
手
に
よ
っ
て
守

り
伝
え
ら
れ
、
1
3
0
0
年
の
時
を
経
た
今

も
色
あ
せ
る
こ
と
な
く
、
輝
き
を
放
っ
て
い

ま
す
。
本
展
で
は
宝
物
誕
生
か
ら
現
在
に
至

る
ま
で
の
奇
跡
の
物
語
を
、「
愛
　
美
　
紡

ぐ
」の
3
つ
の
視
点
か
ら
紐
解
き
ま
す
。
最

新
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
用
い
た
高
精
細
な

3
D
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
で
宝
物
の
細
部
や
質

感
を
リ
ア
ル
に
紹
介
し
ま
す
。

会
　
　場

 大
阪
歴
史
博
物
館

会
　
　期

 2
0
2
５
年
6
月
14
日（
土
）〜

8
月
24
日（
日
）

※
火
曜
日
休
館

※
た
だ
し
8
月
12
日（
火
）は
開
館

開
館
時
間
 午

前
9
時
30
分
〜
午
後
5
時  

※
入
館
は
閉
館
の
30
分
前
ま
で

主
　
　催

 大
阪
歴
史
博
物
館
、

「
正
倉
院 

T
H
E 

S
H
O
W
」実
行
委

員
会

（
読
売
テ
レ
ビ
、読
売
新
聞
社
、

T
O
P
P
A
N
、角
川
メ
デ
ィ
ア
ハ
ウ
ス
）

監
　
　修

 宮
内
庁
正
倉
院
事
務
所

後
　
　援

 公
益
財
団
法
人
大
阪
観
光
局

正倉院 THE SHOW　ポスター▲

日本刀1000年の軌跡　ポスター▲

し
の
ぎ

そ
り

観
覧
料

大
人 

2
，0
0
0
円（
1
，8
0
0
円
）

高
校
生・大
学
生 

1
，5
0
0
円（
1
，3
0
0
円
）

小
学
生
・
中
学
生 

1
，0
0
0
円（
8
0
0
円
）
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介
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※
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方
は
、学
生
証
を
ご
提
示
く
だ
さ
い
。



ゆとりいっぱい楽しいイベントEVENT S c h e d u l e

詳しくは、ＱＲコードからホーム
ページに入っていただくか、大阪
市教育会館東館フロントにお問い
合わせください。

●〒540－0006
　大阪市中央区法円坂1－1－38
●大阪市教育会館東館フロント
　℡ 06-6943-5021　fax 06-6945-4833

賢いチョイス！明るく、清潔で、快適な貸室で、各種会議・
イベントの開催は大阪市教育会館東館を！
利用拡大・促進キャンペーン実施中　

会　　期 2025年4月16日（水）
 　　～ 6月23日（月）火曜日休館
 ※ただし4月29日(火)、5月6日（火）は開館、5月７日（水）は休館
開館時間 午前9時30分～午後5時 ※入館は閉館の30分前まで
会　　場 大阪歴史博物館８階 特集展示室（常設展示場内）

観 覧 料 常設展示観覧料でご覧になれます
 大人600円（540円）、高校生・大学生400円（360円）

 ※（　）内は20名以上の団体割引料金
※中学生以下・大阪市内在住の65歳以上（要証明証提示）の方、

障がい者手帳等をお持ちの方（介護者１名を含む）は無料

　本展示でスポットを当てるタイム・カプセルEXPO’70（以後、カプセル）は昭和45年
（1970）に開催された日本万国博覧会を記念して、毎日新聞社と松下電器産業株式会社
（現・パナソニック ホールディングス株式会社）によりつくられました。当時の文化を
5,000年後の人類に向けて残すためにカプセルは4機製造され、そのうち２機は大阪城公
園本丸御殿跡の地下15ｍに埋設されました。地上用に残された２機のうち、１機をパナ
ソニック ミュージアムに、残り１機を当館の１階にて展示しています。
　本年に大阪・関西万博が開催されることを記念してカプセルを“開封”し、「20世紀」「継
承」「進歩」の視点で選りすぐった約130点を紹介します。
　収納品を通して55年前の人々の暮らしや技術に目を向け、今後50年、100年先の未来
に思いを馳せる機会となれば幸いです。

特集展示「オープン the タイムカプセル」

通常料金の
約40％OFF

地下鉄谷町線・中央線「谷町4丁目」駅10番出口より
地下鉄長堀鶴見緑地線・中央線「森ノ宮」駅2番出口より
JR環状線「森ノ宮」駅より 各駅より徒歩約10分

最寄り駅のご案内

大阪市民教育研究所
事務局　大阪市教育会館　6 階
法円坂教育青年文庫 6 階
TEL 06-6948-5418　　FAX  06 -6948-5419
E-mail:kenkyusho@zaidan.or.jp

事務局　大阪市教育会館 7 階
TEL 06-6941-0951　　FAX  06-6941-7474
E-mail:kaikan@zaidan.or.jp

【フロント】TEL 06-6943-5021　FAX  06-6945-4833
E-mail:front@zaidan.or.jp

一般財団法人 大阪市教育会館

大阪市教育会館東館
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利
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憲法記念日

みどりの日

こどもの日

振替休日

　　

　　

　　

　　

　　

　　

　　

　　

　　

　　

　　

　　

　　

昭和の日

　　

　　

　　

楽しい英語の教えかた

ワークショップ

6/8（日）

2025 20252025

もりのみやキューズモールBASE

4/26（土）

3キュー抽選会10周年スペシャル

もりのみやキューズモールBASE

5/3（土）・4（日）

パン天国2025春

もりのみやキューズモールBASE

5/10（土）・11（日）

パン天国2025春

4/27（日）

「もりのみやキューズモールBASE」

 開業10周年

４/26（土）～5/6（火）

「もりのみやキューズモールBASE」

開業10周年キャンペーン

大阪歴史博物館特別展

「－全日本刀匠会50周年記念－

日本刀1000年の軌跡」

4/4（金）～5/26（月）

大阪歴史博物館特集展示

「オープン the タイムカプセル」

4/16（水）～6/23（月）

大阪歴史博物館特別展

「正倉院 THE SHOW

－感じる。いま、ここにある奇跡－」

6/14（土）～8/24（日）

習いごと広場 春の教室

全13講座　4/5（土）～開講

ビール講座
6/28（土）

市民ギャラリー

「重慶　花鳥名作画展」

4/2（水）～6/1（日） 市民ギャラリー

「重慶　動物画展」

6/3（火）～8/3（日）


